
令和２年度

宮 崎 市 地 方 公 営 企 業

会 計 決 算 審 査 意 見 書

宮崎市監査委員
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翌年度 不 用 額 執行率

金額 (A) 構成比 金額 (B) 構成比 繰越額 (A)-(B)-(C) (B)/(A)

(千円） （％） (千円） （％） (C)(千円） (千円） （％）

下水道事業資本的支出 12,212,305 100.0 10,144,245 100.0 1,963,035 105,024 83.1

　建設改良費 6,460,256 52.9 4,393,292 43.3 1,963,035 103,929 68.0

　企業債償還金 5,750,954 47.1 5,750,953 56.7 0 1 100.0

　予備費 1,095 0.0 0 0.0 0 1,095 0.0

予　算　額 決　算　額

区　　分

イ 資本的支出は次のとおりである。

・資本的支出の決算額は101億 4,424万 5千円で、予算額に対する執行率は83.1％であ

る。

・決算額の内訳は、建設改良費43億 9,329 万 2千円（構成比43.3％）、企業債償還金57

億 5,095 万 3千円（構成比56.7％）となっている。翌年度繰越額19億 6,303 万 5千円

は、合流地区管渠改築工事（2－13工区）外85件の建設改良費の繰越、宮崎処理場分流

汚水ポンプ設備外改築事業及び鶴島中継ポンプ場自家発電設備改築事業の建設改良費に

係る継続費の逓次繰越である。

・不用額は、執行残である。

ウ 補てん財源

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額40億8,042万 7千円は、当年度分消費

税及び地方消費税資本的収支調整額2億2,939 万 2千円、過年度分損益勘定留保資金12

億5,580万6千円、当年度分損益勘定留保資金25億3,654万1千円及び減債積立金5,868

万 8千円で補てんしている。

（３）その他の予算

地方公営企業法施行令第17条に規定する予算のうち企業債等の執行状況は、次のとお

りいずれも予算の範囲内で執行されている。

ア 企業債

企業債借入限度額 46億9,790 万円

令和2年度分 37億9,050 万円

令和元年度繰越分 9億 740万円

企業債借入額 34億6,340 万円

令和2年度分 25億8,300 万円

令和元年度繰越分 8億8,040 万円

イ 議会の議決を経なければ流用することのできない経費

職員給与費予算額 6億4,251万 5千円

同決算額 6億2,037万 4千円
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